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　令和４年度「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」に関する実施計画書を次のとおり提出します。

１　道徳教育に関する現状・課題

· 独自に行っている調査や実態把握等から明らかとなっている当該地域や学校における課題について、分析を行い、その課題が生じていると考えられる要因等を明らかにすること。
２　本事業の趣旨・目標
· 「１」で把握した課題に基づき、改善に向けた具体的な目標とすること。
３　本事業成果の検証方法（目標達成状況等把握のための方法）及び成果の普及

※　成果の検証方法及びその成果をどのように域内に普及していくのか，その体制や具体的な手立てについて記載。
※　なお，中核市教育委員会も公募対象であるが，その成果の普及のために，都道府県と連携を図った取組を行うことが望ましい。
※　成果の普及にあたっては、当該地域において持続的に活用され、他地域においても参考・活用できるよう汎用性を高める工夫や具体的な普及策を提案すること。例えば、指導資料や映像資料については、可能な限り、他地域からも参照可能な形で公表することが望ましい。
４　本事業の内容

※　該当の内容について端的に記載。必要があれば別途項目を立てても可。

※　＜取組の概要＞には，「１」「２」における課題と目標を踏まえ、具体的な取組内容について記載するとともに、当該取組を行う理由や必要性、期待できる効果、成果の普及方法も含めて記載すること。
（４）高等学校における道徳教育の取組

＜取組の概要＞

＜道徳教育の抜本的改善・充実に係る成果の見込み＞

５　本事業の実施計画

計画は事業計画書提出時のものであり，実際の事業着手は契約締結後である。
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経費項目の積算
（単位：円）

	費　目
	 種　　別
	金　　額
	積　　算　　内　　訳

	人件費


	人件費

	
	○人×○日×＠＝
○人×○日×＠＝

	事

業

費


	諸謝金


	
	○○委員会出席謝金　　　  ○人×○回×＠＝
外部講師謝金　　　　　　  ○人×○回×＠＝

	
	旅費


	
	○○委員会出席旅費
○○（出発地）～○○（到着地）　  　　　○人×○日×＠＝


	
	会議費


	
	○○委員会お茶代          ○人×○回×＠×10％＝


	
	通信運搬費


	
	○○委員会開催通知郵送料  ○人×○回×＠×10％＝

	
	印刷製本費


	
	○○印刷費　                  ○冊×＠×10％＝

	
	借損料


	
	会場借料               ○時間×○回×＠×10％＝


	
	消耗品費


	
	付箋紙                      ○○箱×＠×10％＝

	
	雑役務費


	
	振込手数料　                  ○件×＠×10％＝

	
	消費税相当額
	
	

	一般管理費
	一般管理費
	
	○○円（人件費＋事業費）×○％（一般管理費率）＝

	合計
	
	


注：記載に当たっては，「経費計上の留意事項等」に従うこと。

注：積算内訳は単価及び数量を明らかにすること。

注：印刷製本費及び雑役務費を計上する場合は，見積書等を添付すること。（再委託費の内訳に印刷製本費及び雑役務費を含む場合も同様。）
注：委託金額の精算の際，支出を証する書類（領収証・納品書等の写）の添付が必要となるので，確実に保管すること。
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